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は,北海から南はペルシャ湾,アジアの東部では太平洋にまで広がる｡
政治的思考の変革と民族国家理念による世界の新建設は次ぎのように年代
的に表示される01628年,フランス人ボダンの ｢主権｣についての著作が出
版される(柑 2).1651年,イギリス人ホップズの ｢リヴァイアサン｣が出版さ
れる｡両著者とも- 臣民の民族的な存在を問うことなく- なお領主や国
家の絶対的主権を国家学の支配的な思想に掲げている｡それに対して,1789
午,フランス大革命は宣言する｡すべての主権の担い手は民族 (国民)
(Nation)であるとO続いて今世紀の前半に,ギリシア,セルビア,ルーマニ
ア,ブルガリアが,最初の民族的な独自存在の基礎を置いた後,1859年,
1866年,1871年に,ドイツとイタリアが続く｡世界戦争の後,1919年の講和
条約締結は,その指導理念に従ったヨーロッパと世界の半分の新測量をもた
らすO領主主権の宣言と民族 (国民)主権の宣言との間にはおよそ150年があ
り,民族 (国民)主権の宣言と実施との間には130年が横たわる｡これらは一
つの理念の行軍の時間的里程標である｡
しかしそれと同時に,最高の文化的 ･歴史的な意義をもつ発展過程,単な
る感情共同体の法律外的で純粋に ｢植物的｣な性格から,意識的な文化的 ･
政治的な共同体を経て,世界の大部分を活動領域にしている,主権をもつ国
際法上の法人格-の,民族の展開が生ずるO基体は制度となり,法の歴史の
専門用語で表現される｡政治的な言い方では,｢言葉が肉体になる｣という聖
書の言い方は次のように言いかえられる｡｢民族が国家になる｣と｡
しかし,しきりに次のような考えが浮かんでくるoこの変革の全内容はこ
のスローガンで汲み尽くされるのだろうか? そしてこの変革は頂点に達し
たのだろうか? この頂上の向こう側には何があるのか? 人は,最近の国
法と国際法の発展において勝利を収めている理念複合を ｢ナショナリズム｣
と呼ぶのに慣れている｡
ナショナリズムは発展の究極の言葉なのだろうか?
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[訳注]
(1)FriedrichMeinecke,WeltburgertumandNationalstaat,Berlin,1908.邦訳 『世界市
民主義と国民国家 1』(矢田俊隆訳,岩波書店,1968年)では,8-9頁に相当するoた
だし,この邦訳は1928年の原案第7版からの翻訳である｡
(2)ここで上げられているボダソの著作は,『国家論』LessixlivresdelaR6publiqueの
ことだと思われるが,だとすれば出版年についての記述は疑問である｡この書物はフラ
ソス語版の出版年は1576年,ラテン語版のそれは1586年であり,ボダソ自身は1596年に
没しているからである｡
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